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　　　　1942年　八月の天象　（時刻は日本標準時）

　　　　　　　　　　　　Heavens・　of　August．

　：大陸は一般に七月が一年中の最も：暑い時節であるが，日本内地のやうに四

周大海に園まれた土地がらでは，（水¢）比熱が大きい關係から）il月の方が

七月よりも4均するとrt暦暑い，暦では」八月8日が立秋，24日が庭暑ξな

ってみるが，之れは皆，昔の支那大陸の季節を表はす文字であるから，その

ま玉輸入して來た日本では，’かうした言葉に合致しない黙があるのる止むを

得ない．

　又，さきに太陽熱が一大極小を示した1922～1923年頃から数へて，今明年

は丁度太陽活動の一遍期『 i22ケ年）を維た時であるから，・全世界を通じて，

氣候に何か不順の記紀がないとも限らぬ．夏の暑さについても，冬の寒さに

ついても，．宇宙の推移に二心を有づ人kは，注意を怠ってはならない．

　月は，初旬の4日が下弦，それから12日が新月で，奮暦め七月朔，19日が

上弦，26日が満月である．何も知らない人々は，新暦め七月7日に七夕祭を

やるかも知れないけれど，本當は止ヒの八月の18日が正しい七ダ祭りの日で

ある．

　12日の正午の前後，南インド洋から南極大陸へかけて日蝕の部分蝕が起る．

蝕分は最：大が0．055に過ぎない．それに，遠方で，萬事不便であるか1ら，（叉，

戦時でもあるから）誰も槻測はやらないだらう，

　26目の正午頃には，叉，月蝕砦既が起る．日本から言へば，丁度とれは脚

下の世界で，南米ブラジルあたりの夜回に當翫　ドイツの潜水艦などは，回

れを利用して特別な作戦でもするか知れなV・、東洋には全く之れは無縁の現

．象である、．

　水星は脊の星だけれど，低くて駄目，金星も太陽に近い．火星は遠い．し

かし土星と天王星どは，夜牛後の東天に良く見えるやケになって來た．木星

も此の月から観測の時期に入る．書間は暑くて，’仕様が無いのだから，早く

疲ね，早く起きて，かうした美しい星・々を樂しむべし．

　流星も良い．黄道光も，日本では，もはや早曉の東天に見える．

　彗星の捜索．は，目出前にも，日明後も，怠らすにやれば，必ず牧穫はある

ものである．
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頒布印刷物目録
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報告（14年度前牟）

　　　（14年度後陣）

　　　（15年度前牟）

○新撰勲工一ガ・（一組・赦）佛ξ．1uemi

○流星群の遽度決定の一方法

○黄道光の光度について

○流星観測λ門
○ガ　リ　レ　オ　傳

○印度洋航海日誌
○學　術　と　宗敢

○標準時に就いて
○封B照の攣化に就いて

○火星協同観測結果報告　（15年）

○計算圖表に依る彦星光度計算

○星　　　か　　　げ　（歌集）

○漏洲の氣候と天上の花

○標準天賜學
○彗星総目録（英丈）
01921年のポンヰネケ
　　　彗星に附薩せる流星観測　（英丈）

○携帯用寓眞眼観爾用反射鏡に關する試作概況

’○黒黙の相野籔式観測法に就て

○昭和16年度太陽諜綜合報告

○シンクロノ1ムの新天文時計

○緯度観測事葉
○太陽面経緯度圖（8枚一組）
○簡　易　　星』’圖

O草　揚　恒　星　圖　（解説書付）
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會員に關する報告

　　〔入　魯　者〕
府立實工人軸部（東　京）

1本』 ｽ季麿（神戸）

電氣科學館（大　阪）
疋　田　源　一（大　阪）

鈴木正名（名古屋）

波多野　　哲（札　幌）

山　根　卒　三（東　京）
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鈴　　木　　堅　　二二（京　都）

疋田源一（大阪）
三谷哲康（布施）

府立實工天丈部（東　京）

新潟高校天賦研究音区

鈴木正名（名古屋）

（注　窟）：御移輔の節には直ちに（前佳所をも並記して）御通知

　　　　下さい。観測部（へ入部）の方は其旨附記して下さい，

昭和97年分會費部費頷牧者旧名

　　倉費（4圖）
西　山峰雄（輻　岡）

西村繁次鄭（京都）
府立男工天文部（東　京）

田　中　六　也（大　阪）

羅　　増　　林（墓｝轡）

中島正雄（大阪）
醍　醐　　正（東京）
内　海亀　鮪（大　阪）

五中天丈研究會（東　京）

久貝良夫（東京）

　倉費（一部完紬）

小　林　義　惑（東　京）

　部費（2園40鐘）‘

小　川　清　雄（東　京）

墓北天盤観測同好會

静岡商業理化班
部費（一部i語納）

部費（3圏50鐡）

部費（一部発紬）

鈴木　堅二（京都）
瀧　　口　　宏（東　京）

波多野　哲（札幌）
土田来三郎（東　：京）

山　田　達　雄（名古屋）

垂北天盟観測同好會
清　水　　勝（大　阪）

醍　醐　　　瑛（横　濱）

叛根榮正堂支店（東舞鶴）

水　野　良　李（東　京）

栗　山　一　郎（京　都）

疋　田　源　一（大　阪）

鈴　木　堅　二（京　都）

府立實工天丈部（束　京）

醍　醐　　正（東　京）

鈴　木　正　名（名古屋）

疋　田　源一（大板）

璽北天艦観測同好會

西　山　峰　雄（静　岡）

吉田千枝子（嚢灘）
岸和田中學理化班
小　川．清　雄（東　京）

久井清司（大阪）
山根李三（東京）
噺潟高校〔弓丈研究部

齋藤英一鄭（東京）
天田研究會（早戸）
鈴木正名（名古屋）
埣こ多F季麿（Ji’申戸）

狐塚泰治（大阪）、

騨谷健一（東．京）
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三　谷　哲　康（布　施）

小　川　清　雄（東　京）

（順序不同）　　（領攻通知に代ふ）　　（1942～5～31締切）



天界254 東範芙交協愈會報 C3）

地　方委　引違 （）．は　電話

冨田弘一耶

土居　客郎

稻垣　武五

小森　幸正

上撫　清人

申澤　登
沓掛　七二

溝水　眞一

大石　辰次

細野　貞
廣瀬永治郎

小澤　喜一

河路甲午郎

小棋孝二郎

坂元　鐵馬

木邊　成麿

傾胴　悦藏

山本　　巻

藤井　守一

垂井櫓太郎
小穴一匡雄　”　　七條大宮三尊會旧宅

宇野　良雄　”　　上京二二竹下町本町72

’轡商　久男　，，　上京二二雲路立本町14

百濟　藪：猷　大阪市南久太郎町4丁目17

西川　英男　，，　佳吉匹阪南町中3丁目
前田三次郎　，，　　，，　　田邊東の丁4の26

山崎　幸夫　”　　”　　．帝塚山中4丁目
ノ1、尾　　門松　　 ，，　　　　安土町2丁貿（本805）

西村　傳次　，，　　市岡中學校（西UO）

高城　武夫　，，　四橋電氣科航船（新町1）

宮森　作逡r，，　　大手前高女（東41）

廣野熊治郎。南魑安堂寺町3丁目（ma1499）

塚田　豊治　札幌市，札幌第一中耳校

朧釜晃｝岩手鰍灘囎漸（欄）

森下　功　輻島縣會津中學校

内藤　一男　群馬縣太田町東長岡甲851

渡邊精吉郎　東京市杉並匪落窪1丁目17
古畑　正秋　東京市上野公園科古画物蝕内

罐群｛（蜘葛田谷騨羅43
　　　　　　”　　”匠玉川用賀2の1097

　　　　　　”　　芝砥南佐久聞町2の4
　　　　　　，，　　，，1田町6の19

　　　　　　甲府市甲府二二局構内官舎

　　　　　　松本市榮町

　　　　　　畏野縣埴科郡東條村

　　　　　　・・　小篇郡青木村村松

　　　　　’艀岡懸島田町（159）

　　　　　　・，　　志太郡吉永村吉永1768

　　　　　　新潟市古町通リ三番町

　　　　　　岐阜縣美濃町

　　　　　　名古屋市西匪西萬町3

　　　　　　愛：知縣鳴海町白山11⑪

　　　　　　禾鵬歌山難系有『二君K傘屋（金屋30）

　　　　　　奈良市法蓮寺即095、

　　　　　滋賀縣野洲郡巾里村（中里30）

　　　　　　滋賀二八．幡町池田町5（335）

　　　　　　”　　草津町大路井420・

　　　　　　大津市石二四（大津1450）

　　　　　　京都市明倫小憎憎（本2236）

田村　丈州大阪市東溝川匪長柄西通1の14

梅本　恒夫．”　　天ヨ…寺田逢上町34の1

大口　周作　，1．　東面豊後町25（東3457）

井伊　秀勇　大阪府豊中中學校（岡町118）

井本　　進　兵庫縣武庫田本山村岡本高石

伊達英太郎　阪急点線雲雀ケ丘（池田2546）

村田　辮次　西宮市今津町水波103

吉田源治郎　”　　”　高潮67

小・日豊・…　　”68，
改号．香鳩　紳戸市須磨虚血守町（須磨14⑪）

黒部　進”灘猛高rzソワ山（御影3546）

美田爲三。須磨離宮西mr］の23傾磨938）

門田　畑田　，，　　林田匪苅藻通1／8

宮原　節岡山市國富本町476
原　澄治　倉敷市本町（75）

森本「慶三津1！哺山下（　）
松本義一　尾道市久保町1453の1（752）

蒔田　安夫　廣島市白島東中町71

村上　忠敬　廣島高等師範學校

本田　實廣絶壁沼隈郡灘戸村単側墨
髭藩　一郎　山口市縣：立教育博物館．（294）

河端　定恵　愛媛縣薪居濱市山口

詩義毒今治市片原町（54）
古賀　　牙日吉　　大牟田市通町2（2264）

有田　邦雄　長崎報時槻測勝（580）

灘千瓢奪響蟹526望3
吉村　昌久塁北市公準堂事務所

察　章．献　塁北市λ船町1の52

河合　孝一大連市満鐵本欄五爵課共晶係
橋田　　義士壽…　　，，　　　金鵠町1の19

後閑　茂樹　満洲國撫順新屯小幅校

鯛彫騰鵬綴瀦蹴街・
津野田誠吾　申華民國油頭病院

熊曄助｛凱贈ous馬㎞咄
高村正兄｛響撫吸S㍉L．FS　Ange’es’

催信二｛全融融認h盤融

　　　　　　　　　　　　　地　方養　員　規定

第1條　地方＝アル會翼中ノ有志者ヨリ特昌適任者ヲ推畢シ地方1委員トスル，

第2條地方委員・・本丁ノ主旨二二キ謀ノ諸事業ヲ援助シ又搬會員ヲ指導漿拗スル・
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天文篇眞既刊目録
・皆，非常に珍しいもので，始めて頒布されるもの，叉は日本では殆んど手にλらぬもの

ばかりでず・すべて説明丈つきです．

二軍置萎鴇薦　（第1輯〉　　一面に付き金1圓40鏡　（謹ミ料共）

　1，土　星　　リク二丈i藪にて観察されたもの．今回の接近の記念として縄好品．

　2．ペル1の皆篭日蝕・　1937年六月8目，花山の観測隊が撮影したもの・

　3．フインスラ彗星　　1937年七月，賑かなペルセ星座を北進する景観．’

　4．盛Xの％ンス鋼ン謝・相樹原理の倉轍者の見事す照隠

　5．小マ魑ラン雲　　近年の宇宙研究上に有名な天罷で，日本では見えない珍景．

　6．オリオン大星霧　　白く輝く蝶ネクタイ型の大ガス星霧一幅の大宇宙書．

　7．ヘルクレス球献塁團　　望遠鏡で見得る最大なる宇宙の一つ．

　8．三巴されたる太陽　　1940年八月18日會員伊達英太鄭氏撮影・

　9．大概量の寡貢　　アンドロメダ大星霧と突如として闊入せる大流星．

10．t“」大彗鍛　　1910年接近の時の美しい寓眞・

11．講十享璽あたり　　古來，南海を渡る人々に詠はれた南十字を中心として．

12，牝極輪蔵の姿　　北趣をめぐる心々の宇宙美と偶然飛んだ一流星・

13．ベルリン天寛蔓の大望蓬鏡　　口径65センチの大屈折望華鏡・

14．ぺ卿．ン電燈嫉反射鏡　曜122センチの大反射引高鏡・

翼曳蕪：翼（第2輯）一心に付き金1圓也（迭料共）

　1．火1置の癩翼（3種1組）　　1939占め夏，スライフアが鞭つナニ：貴：重品・

　2．匿ケリング罐士　　火星面観測者の座右に備ふべき鶉眞。

　、3．地球の形鋼見せる月蝕の霜崩　　1923年三月2日の部分蝕・

ヲξ虫：鷹翼ぐ第3輯）一赦に付き金6圓也（塗料共）

1：濫悪雛監鰍こある跡の叛縢よる月の熊下弦の光に輝

本陣礁膿天雌牛洪一組・赦発ξ鰐灘＄1嚢（・94・年）

重．ホ星面：昭和12年置會員渡邊恒夫氏が花山の30糎の赤道儀にて観察したもの．

2．皆既罵蝕の羽翼：昭利14年五月3日本會員清水眞一氏が撮影したもの

3．穴鍛のスケチ：大正15年初秋會員（故）申村要氏が観察したもの・

4．ドナチ二郎：安政5年（1858年）の春，牧夫座に出現した大鉾星・

5．制動台座歯内の驕眞＝南洋に幽する入の憧れは此の“南十宇”の星座である．

6．太陽黒難の大翻し：昭和13年十r月9日，會員伊蓮英太鄭氏が撮影したもの．

7．異灘星：昭和5年（1930年）三月iこロiエP天文嚢に於いて行はれた蛋見・

8，穿クト　iJや高高墜の183糎反射鐘：1918年建設された天一肇の大反封鏡．



1941年十月の火星スケチ（2）
　Sketches　of　the　Mars，　1941　Oct．
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　　東亜天文鴫野
大正9年（1920年）創立，昭和7年（1932年）改名
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蔓潟支部
N道光観測所

田上天日：憂　滋賀縣栗太郡上田上

滋賀縣堅田局車内
倉敷天女台　岡山縣倉敷市
大阪市電氣科學館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

壷北市公會堂内
鞘島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協動観測部
　　1．流　星　課　（課長　和歌山縣有田郡金屋　小棋孝二郎，幹事　宇野良雄）

　　2．彗・星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　進）

　　3．愛　星　課　（課長　木早成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太　陽　課　（課長　厭，幹事　静岡縣志太郡吉永村吉永1768　大石辰次）

　　5．黄道光課（課長田上天賦壼山本一一一・清，幹事本田實）
　　6，　豫　　報、　課　　（誤長　山本一清，幹事涌申田草雄）　．

　　7．機　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡中里村木部　木邊成田）

　　8．席　聖誕　（課長大津市鹿關町　堀井政三）
　　9，遊星面課　（課長　兵庫縣畔塗郡雲雀丘　伊達英太郎，幹事　木邊成暦）

　　10，掩蔽課　（課長大阪市住吉匝萬代東4の6高城割米）
　　11．月　面　課　（課長　伊達英太鄭）　　　　　　　i

　　12．歴史孫究課　（課長　兵庫縣武庫郡本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　観測部規定　（白和6年11月22日制定）
第1條　　本観測剖砂・東亜矢丈協會ノ目的テ達スル爲メノー事業トシテ，天盟ノ観測

　　研究テ行フ，

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天文協會員ノ・希望二Uリ本観測部員トナル事が出來ノレ．

第5條　　部員ノ・観測上ノ必要二suリ課長ノ指導及ビ東亜天丈プレテ1，東亜天丈協

　　會急報並ビニ種々ノ印刷物ノ配布チ受ケル．

締申込みは　滋賀縣堅田局旺内　東亜天文協會　（電誕は堅田郵便周）

　　　　　　（耳金は安全，確實な振替ロ座大阪56765養へ）

　
桑
者

天
輯
行

　
　
編
螢

所
所
者
元

行
回
田
給

螢
印
印
配

第254號翻ll劉肝1騨㊧・定領金・・饅〕逡料金・鏡

滋賀縣滋賀郡眞野村大宇眞野513

　　岡　　　　　　上
京都市一上京隔．ヒ椹木町千本束入
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東京市紳田癩淡路町二丁目九番目
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　　　眞　美　印　刷　所〔電西陣3702〕
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